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1. はじめに 
胸部 X線 CT装置の発展に伴い，分解能の向上した画像
を撮影することが可能となった．しかし得られる画像枚数

が増加するため，検査する医師の負担が非常に大きくなっ

ている．そのため，医師の負担を軽減する診断支援システ

ムの開発が求められ，現在 CT 画像に対して多くの研究が
行われている． 
近年，放射線医学総合研究所で 4次元(時系列 3次元)CT
装置の開発が行われ(1)，3 次元的な肺の動きを画像として
見ることが可能となった．文献(2)ではこの 4次元 CT画像
からの肺動態の追跡を行い，個人の肺動態を定量的に調べ

る手法について述べた．しかし，追跡を行ったそれぞれの

特徴点が肺のどの部位を示すかは分からず，この特徴点の

クラスタリングが必要である．胸部 X線 CT画像において，
筋肉，血管，結節はほぼ同じ CT値を示すため，CT値のみ
の識別は困難な問題である．肺のセグメンテーションにお

いて，様々な研究が行われているが，特に結節は胸壁や血

管に付着して画像上に表示されるため識別が非常に困難で

ある(3)．そこで本論分では，変位フローを用いた新たな肺
結節のセグメンテーション法について提案する．従来で用

いる CT 値に加え，文献(2)を用いて得た変位フローを用い
ることにより，より精度の高い肺結節のセグメンテーショ

ンが可能であると考える． 

2. 手法 

2.1 CT画像 
本研究で用いる画像は，256-slice CT-scanner[1]で肺癌患
者を撮影した 4 症例の CT 画像であり，画像サイズは 512
×512(400mm×400mm)，スライス間隔はそれぞれ 1mm×
128枚(1症例)，0.5mm×256枚(症例)，時系列データは全て
10 位相分である．なお，CT 画像撮影の管電圧，管電流は
それぞれ 120kV，200mAである． 

2.2 変位フロー 
癌周辺の領域に対して，文献[2]の手法を用いて第 1位相
で抽出した特徴点(特徴点を中心とする 5×5×5 の特徴領
域)を 2～10位相での追跡を行う．この時 2000 点の追跡を
行い，全ての位相データで追跡できた点は 790 点存在した．
第 1～9位相での特徴点の変位軌跡を図 1に示す． 

 

 
図 1 変位軌跡 

Fig. 1 A displacement trajectory 

2.3 特徴量 
特徴点は 5×5×5の特徴領域であり，10位相のトラッキ
ングを行っているため，5×5×5×10=1250(voxel)の CT 値，
更に第 1～10 位相の座標値 x，y，z の 3×10=30 の座標値
を持つ．しかしこれらの変位情報は誤った(トラッキング
失敗)特徴点を含むと考えられ，結節とそれ以外の体組織，
更に失敗点のクラスタリングを行うことが必要である． 
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